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オ
バ
マ
発
言
の
ウ
ソ

四
月
二
十
六
日
、
オ
バ
マ
米
国
大
統

領
が
、
訪
問
先
の
ド
イ
ツ
で
ア
メ
リ

カ
の
Ｃ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
答
え
て
、
核
実
験
や
ミ
サ
イ
ル

の
発
射
を
繰
り
返
す
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
（
報
道
で
は
北
朝
鮮
、

以
下
本
文
で
は
朝
鮮
と
表
記
）
に
つ

い
て
、「
常
軌
を
逸
し
た
国
」
と
述

べ
た
と
い
う
。
そ
の
上
で
、
金
正
恩

第
一
書
記
に
つ
い
て
、「
あ
ま
り
に

責
任
感
が
な
く
、
わ
れ
わ
れ
は
近
寄

り
た
く
も
な
い
」
と
非
難
し
た
と
も

い
う
。

し
か
し
、
常
に
“
反
北
朝
鮮
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
”
を
繰
り
広
げ
て
い
る
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
新
聞
の
報
道
に
も
と
づ
い
て

み
て
も
、
事
実
は
こ
う
で
あ
る
。
三

月
七
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
の
二

か
月
ち
か
く
、「
史
上
最
大
、
史
上

最
先
端
」
の
米
韓
合
同
軍
事
演
習
＝

米
軍
の
増
援
演
習
「
キ
ー
・
リ
ゾ
ル

ブ
」
と
野
外
実
動
演
習
「
フ
ォ
ー

ル
・
イ
ー
グ
ル
16
」
が
実
施
さ
れ

た
。
韓
国
軍
約
三
〇
万
人
、
米
軍
約

一
万
七
〇
〇
〇
人
が
参
加
。
原
子
力

空
母
「
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ニ
ス
」
や
最

新
鋭
の
ス
テ
ル
ス
爆
撃
機
Ｂ
２
や
戦

闘
機
「
Ｆ
22
」
な
ど
も
派
遣
さ
れ

た
。
ま
た
、
米
韓
両
軍
は
昨
年
、
ゲ

リ
ラ
戦
の
要
素
を
多
く
盛
り
込
ん
だ

新
た
な
計
画
「
５
０
１
５
」
を
策
定

し
た
。
輸
送
機
で
特
殊
部
隊
を
朝
鮮

に
送
り
込
ん
だ
り
、
海
兵
隊
が
海
か

ら
上
陸
し
た
り
し
て
朝
鮮
の
内
陸
部

に
進
撃
す
る
訓
練
を
時
間
を
か
け
て

行
な
う
。
破
壊
対
象
と
な
る
重
要
施

設
に
は
、
朝
鮮
の
軍
事
基
地
や
金
正

恩
第
一
書
記
の
居
所
も
含
ま
れ
る
と

み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
朝
鮮
は
、

Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
＝
潜
水
艦
発
射
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
発
射
や
新
型
の
中
距
離
弾
道

ミ
サ
イ
ル「
ム
ス
ダ
ン
」の
発
射
を
繰

り
返
す
な
ど
、
激
し
く
反
発
し
た
。

朝
鮮
の
李リ

洙ス

外
相
は
四
月
二
十
三

日
、
訪
問
し
た
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

Ａ
Ｐ
通
信
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
、
米
軍
が
韓
国
周
辺
の
海
域
で
韓

国
軍
と
合
同
で
行
な
っ
て
い
る
軍
事

演
習
を
や
め
れ
ば
、
朝
鮮
も
核
実
験

を
や
め
る
用
意
が
あ
る
と
明
ら
か
に

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
オ
バ
マ
米
大

統
領
は
、
二
十
四
日
、
メ
ル
ケ
ル
独

首
相
と
ハ
ノ
ー
バ
ー
で
共
同
記
者
会

見
し
、「
真
剣
に
受
け
止
め
て
い
な

い
」
と
こ
の
提
案
を
退
け
た
。
冒
頭

の
オ
バ
マ
発
言
は
そ
う
し
た
経
過
の

な
か
で
の
も
の
で
あ
る
。

四
月
四
日
付
の
『
朝
鮮
中
央
通
信
』

は
、〈
朝
鮮
半
島
の
核
問
題
は
徹
頭

徹
尾
、
米
国
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

で
あ
る
。
／
朝
鮮
戦
争
の
時
期
、
侵

略
の
群
れ
が
共
和
国
地
域
に
対
す
る

『
原
爆
投
下
』
説
を
持
ち
出
し
た
時

か
ら
数
十
年
間
、
米
国
の
核
脅
威
は

日
増
し
に
増
大
し
て
い
る
。
／
共
和

国
に
対
す
る
核
先
制
攻
撃
が
国
家
政

策
と
し
て
公
式
化
さ
れ
、
毎
年
、
朝

鮮
半
島
に
米
国
の
各
種
の
核
戦
争
兵

器
が
投
入
さ
れ
て
わ
れ
わ
れ
の
目
の

前
で
核
戦
争
演
習
が
露
骨
に
強
行
さ

れ
て
い
る
。
／
今
こ
の
時
刻
に
も
、

米
軍
と
南
朝
鮮
か
い
ら
い
軍
の
三
〇

余
万
の
大
兵
力
と
Ｂ
52
核
戦
略
爆
撃

機
、
原
子
力
潜
水
艦
、
原
子
力
空
母

打
撃
集
団
な
ど
、
米
国
の
核
戦
略
資

産
が
総
動
員
さ
れ
て
核
戦
争
の
賭
博

に
狂
い
た
っ
て
い
る
。
／
こ
れ
が
、

わ
が
共
和
国
の
安
全
と
平
和
を
重
大

に
侵
害
し
、
わ
が
人
民
の
生
存
権
に

直
接
的
な
脅
威
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
あ
ま
り
に
も
明
白
で
あ
る
。
／
米

国
の
核
脅
威
・
恐
喝
と
合
同
軍
事
演

習
は
、
朝
鮮
半
島
の
情
勢
が
核
と
核

が
衝
突
し
か
ね
な
い
一
触
即
発
の
極

端
な
境
地
に
突
っ
走
る
よ
う
に
し
た

根
源
で
あ
る
。
／
米
国
と
そ
の
追
随

勢
力
が
わ
れ
わ
れ
を
核
で
脅
か
し
、

共
和
国
の
尊
厳
と
主
権
を
侵
害
し
よ

う
と
襲
い
か
か
っ
て
い
る
状
況
で
、

わ
れ
わ
れ
が
核
を
保
有
し
、
そ
れ
を

強
化
す
る
方
向
へ
進
む
の
は
至
極
当

然
で
あ
り
、
必
須
不
可
決
の
こ
と
で

あ
る
。
／
世
界
最
大
の
核
兵
器
保
有

国
で
あ
り
、
世
界
的
に
唯
一
に
核
兵

器
を
使
用
し
て
特
大
型
の
核
犯
罪
を

犯
し
た
米
国
、
そ
し
て
南
朝
鮮
を
米

国
の
核
前
哨
基
地
に
転
変
さ
せ
た
か

い
ら
い
逆
賊
と
、
陰
に
陽
に
莫
大
な

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
保
有
し
た
日
本
が

誰
そ
れ
の
「
脅
威
」
に
つ
い
て
け
ん

伝
す
る
こ
と
こ
そ
言
語
道
断
で
あ

り
、
正
義
と
平
和
に
対
す
る
欺
ま
ん

の
極
み
で
あ
る
〉
と
主
張
し
て
い

る
。

一
方
、『
西
日
本
新
聞
』
四
月
三
十

日
付
は
、〈
安
倍
晋
三
首
相
は
５
月

１
日
か
ら
の
欧
州
歴
訪
で
、
弾
道
ミ

サ
イ
ル
発
射
な
ど
挑
発
行
動
を
繰
り

返
す
北
朝
鮮
に
圧
力
を
か
け
る
た

め
、
英
国
な
ど
先
進
７
カ
国
（
Ｇ

７
）
に
連
携
強
化
を
提
起
す
る
方
針

だ
。
一
連
の
首
脳
会
談
で
、
国
連
安

全
保
障
理
事
会
決
議
に
基
づ
く
経
済

制
裁
の
厳
格
な
実
施
を
確
認
。
北
朝

鮮
に
早
急
に
核
放
棄
す
る
よ
う
強
く

迫
り
、
26
、
27
日
の
主
要
国
首
脳
会

議
（
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
）
の
首
脳

宣
言
に
反
映
さ
せ
る
。
…
…
北
朝
鮮

は
首
相
歴
訪
中
の
６
日
に
朝
鮮
労
働

党
の
最
高
指
導
機
関
で
あ
る
党
大
会

を
36
年
ぶ
り
に
開
く
。
５
回
目
の
核

実
験
実
施
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
結

束
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

た
〉
と
報
じ
て
い
る
。
自
分
た
ち
の

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
者
に
は
ど
ん

な
こ
と
で
も
や
る
。
ま
さ
に
、
執
拗

で
野
蛮
な
帝
国
主
義
の
む
き
出
し
の

姿
が
、
こ
こ
に
あ
る
。

朝
鮮
に
対
す
る
態
度
は

日
本
人
民
の
力
量
試
す

昨
年
九
月
に
戦
争
法
（
安
保
関
連

法
）
を
強
行
採
決
し
た
安
倍
政
権

は
、
三
月
末
に
こ
の
法
案
を
施
行

し
、
戦
争
へ
の
道
を
ひ
た
走
っ
て
い

る
。
明
文
改
憲
に
つ
い
て
安
倍
は

「
任
期
中
に
成
し
遂
げ
る
た
め
に
次

の
参
議
院
選
挙
で
三
分
の
二
の
議
席

を
獲
得
す
る
」
と
再
三
に
わ
た
り
明

言
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
戦
争
政
策
を
正
当
化
す

る
た
め
に
、
中
国
と
朝
鮮
を
敵
と
み

な
し
、
か
つ
侮
蔑
す
る
政
策
を
強
力

に
進
め
て
い
る
。
日
本
の
支
配
階
級

は
、
ア
ジ
ア
の
盟
主
と
し
て
あ
っ
た

自
分
た
ち
が
中
国
に
追
い
抜
か
れ
た

現
実
が
な
ん
と
も
受
け
入
れ
難
い
の

だ
ろ
う
。
政
府
・
マ
ス
コ
ミ
一
体
と

な
っ
た
猛
烈
な
反
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
よ
っ
て
、
日
本
国
民
の
九
割
近
く

が
中
国
に
好
感
を
も
た
な
い
状
況
が

生
み
だ
さ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
に
対
し
て
は
、
人
工
衛
星
打
ち

上
げ
や
核
実
験
、
そ
し
て
拉
致
問
題

を
政
治
的
に
利
用
し
た
「
反
北
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
大
々
的
に
つ
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
だ
が
、
先
に
見
た
よ
う

に
、
真
実
は
ま
っ
た
く
あ
べ
こ
べ
で

あ
る
。
朝
鮮
に
対
し
先
制
核
攻
撃
を

含
む
軍
事
的
脅
威
を
一
貫
し
て
与
え

続
け
て
い
る
の
は
、
米
韓
日
の
帝
国

主
義
の
側
で
あ
る
。
朝
鮮
政
府
は
朝

鮮
戦
争
の
休
戦
協
定
を
平
和
協
定
に

す
る
こ
と
を
常
に
提
起
し
て
き
た

が
、
そ
れ
を
頑
な
に
拒
ん
で
い
る
の

が
米
国
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
米
国

と
同
盟
関
係
を
結
ぶ
日
本
政
府
が
率

先
し
て
反
北
政
策
を
と
り
、
在
日
朝

鮮
人
の
民
族
教
育
を
受
け
る
権
利
の

妨
害
や
渡
航
制
限
の
強
化
な
ど
の
攻

撃
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
る
。
そ
れ

が
原
因
と
な
り
、
結
果
と
な
っ
て
、

ヘ
イ
ト
行
為
の
横
行
を
許
し
て
い

る
。

こ
う
し
た
な
か
、
二
〇
〇
〇
年
春
に

多
く
の
方
々
と
の
協
働
で
出
発
し
、

今
年
で
一
六
年
目
の
活
動
に
入
る

「
変
革
の
た
め
の
学
習
と
行
動
の
ひ

ろ
ば
」
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
（
本
郷
文
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
ワ
ー
カ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
）

は
、
米
韓
合
同
軍
事
演
習
最
終
日
の

四
月
三
十
日
、
二
〇
一
六
年
前
期
プ

レ
企
画
と
し
て
、
白
宗
元
（
歴
史
学

博
士
）
先
生
を
招
き
「
米
韓
合
同
軍

事
演
習
に
対
峙
す
る
朝
鮮
は
い
ま
―

―
『
独
自
制
裁
』
発
動
後
に
平
壌
・

開
城
を
訪
れ
て
」
を
開
催
し
た
。
会

場
満
員
の
六
十
余
名
の
日
本
人
と
朝

鮮
人
参
加
者
は
、
九
三
歳
を
過
ぎ
て

も
な
お
、
反
帝
国
主
義
の
フ
ァ
イ
テ

ィ
ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
み
な
ぎ
ら
せ

る
白
先
生
の
熱
弁
に
聞
き
入
っ
た
。

白
先
生
は
、
米
韓
合
同
軍
事
演
習
の

最
中
の
三
月
に
訪
朝
さ
れ
た
が
、
平

壌
や
開
城
の
市
街
は
緊
張
感
は
あ
る

も
の
の
平
常
の
社
会
生
活
が
営
ま
れ

て
い
た
こ
と
、
し
か
し
米
韓
の
軍
事

侵
略
に
は
国
を
あ
げ
て
防
衛
す
る
態

勢
が
敷
か
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

目
を
見
張
る
朝
鮮
の
発
展
、
と
り
わ

け
科
学
技
術
を
重
要
視
す
る
政
策
と

そ
の
成
果
、
日
朝
の
歴
史
と
日
朝
人

民
連
帯
の
必
要
性
、
を
縦
横
に
語
ら

れ
た
。

国
会
前
で
、
そ
し
て
全
国
で
戦
争
法

反
対
、
憲
法
改
悪
反
対
が
叫
ば
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
米
韓
合
同
軍
事
演

習
に
反
対
す
る
日
本
人
の
側
の
声
と

行
動
は
極
端
に
少
な
か
っ
た
。
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
の
二
〇
〇
〇
万
人
、

日
本
人
三
一
〇
万
人
の
犠
牲
を
生
ん

だ
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
歴
史
、
朝

鮮
と
台
湾
の
植
民
地
支
配
の
歴
史
の

総
括
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、「
平
和

な
戦
後
の
日
本
」
に
滑
り
込
む
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
朝
鮮
戦
争
特
需
に

よ
る
日
本
帝
国
主
義
復
活
の
歴
史
ひ

と
つ
を
取
り
上
げ
て
も
、
安
倍
「
戦

後
七
〇
年
談
話
」
の
欺
ま
ん
性
は
明

ら
か
だ
し
、
昨
年
末
の
被
害
当
事
者

を
無
視
し
た
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
問

題
の
日
韓
「
合
意
」
は
破
棄
さ
れ
る

べ
き
だ
。
わ
た
し
た
ち
が
戦
争
反
対

を
叫
ぶ
と
き
、
極
右
反
動
安
倍
政
権

と
対
決
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
こ
の

ア
ジ
ア
と
日
本
の
歴
史
を
胸
に
刻
ん

で
考
え
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
。
な

か
で
も
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
の
政
治
・
経
済
・
軍
事
・
社
会
に

た
い
す
る
学
習
、
事
実
の
追
究
は
不

可
欠
だ
。

沖
縄
の
反
基
地
闘
争
と

連
帯
す
る
た
め
に

こ
こ
で
は
十
分
触
れ
ら
れ
な
い
が
、

沖
縄
の
反
基
地
闘
争
に
連
帯
す
る
と

き
に
も
こ
う
し
た
歴
史
認
識
と
現
実

の
理
解
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
辺
野

古
代
執
行
訴
訟
は
三
月
四
日
に
国
と

沖
縄
県
が
和
解
し
た
。
し
か
し
そ
の

後
も
安
倍
は
「
辺
野
古
が
唯
一
の
解

決
策
」
と
言
い
つ
づ
け
て
い
る
。
三

月
三
十
一
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
オ
バ

マ
米
大
統
領
と
会
談
し
た
際
も
、

「
辺
野
古
移
設
が
唯
一
の
解
決
策
と

の
立
場
は
不
変
だ
。
急
が
ば
回
れ
の

考
え
の
下
、
和
解
を
決
断
し
た
」
と

表
明
し
、
辺
野
古
で
の
新
基
地
建
設

推
進
を
改
め
て
対
米
公
約
し
て
い

る
。

四
月
三
日
付
の
『
琉
球
新
報
』
は
、

〈
沖
縄
県
が
実
施
し
た
二
〇
一
五
年

度
「
地
域
安
全
保
障
に
関
す
る
県
民

意
識
調
査
」
で
、
米
軍
普
天
間
飛
行

場
の
辺
野
古
移
設
に
対
し
て
五
八
・

二
％
が
反
対
と
答
え
、
賛
成
す
る
二

五
・
五
％
の
倍
以
上
に
な
っ
た
。
普

ヨ
ン

〝
常
軌
を
逸
し
て
い
る
〞者
は
誰
か
？

労
働
者
の
目
で
朝
鮮
と
世
界
、日
本
を
見
つ
め
よ
う
！

『
思
想
運
動
』『
社
会
評
論
』読
者
拡
大
運
動
実
施
中
！

☆
新
し
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
中
で
す
。

☆
紙
つ
ぶ
て
用
ハ
ガ
キ
を
同
封
し
ま
し
た
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
‐
マ
ゼ
レ
ー
ル
︿
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
﹀（
一
九
三
〇
年
）

メ
ー
デ
ー
の
デ
モ
行
進
で
資
本
家
と
対
峙
す
る
労
働
者
た
ち
が
描
か
れ
て
い
る

（
二
面
へ
つ
づ
く
）


